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今月号の主な内容
■ 広報たかぎ
　・喬木村発足135周年記念

　　切手シート・ナンバープレート  …２面

　・ふるさと寄附金・ご長寿お祝い  …３面

　・村職員の給与など公表します  …４・５面

　・愛ねっと北部  ………………………６面

　・国民健康保険にご加入の皆さんへ  …７面

　・衆議院総選挙と

　　最高裁判所裁判員審査  ……………８面

　・稲刈りをしてみませんか  …………９面

　・医療救護訓練を実施しました  ……１０面

　・おしらせ版  …………………………１１面

■ 健康アップＰＰＫ  ……………１２面
■ 学校だより　第二小学校  ……１３面
■ 交流センター便り  ……………１４面
■ 社協だより ひなたぼっこ  …１５面
■ くりんネットたかぎ  …………１６面

９月６日に医療救護訓練が中学校グランドで行われました。９月６日に医療救護訓練が中学校グランドで行われました。
大規模災害に備え、関係機関と一般参加者が訓練に臨みました。大規模災害に備え、関係機関と一般参加者が訓練に臨みました。

2009



情報誌 ２００9.10 2

　村発足１３５周年記念事業の一環として小型
バイク（５０～１２５cc）のナンバープレートを村
独自のデザイン（村木のイチョウの葉）に変
更し、喬木村を全国にアピールしていきた
いと思います。
　１０月１日（木）から、新ナンバーの交付を
開始します。
　新規登録のほか旧ナンバーの交換も無料

で行いますので、是非こ
の機会に多くの皆さんの
ご利用をお願いいたしま
す。

　

喬
木
村
各
地
の
特
色
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
、
喬
木
村
の
記
念
切
手

シ
ー
ト
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
八

十
円
切
手
十
枚
で
、
氏
乗
の
し
だ

れ
桜
、
村
花
ク
リ
ン
ソ
ウ
、
阿
島

の
大
藤
、
村
の
天
然
記
念
物
菊
目

石
、
い
ち
ご
、
阿
島
傘
、
過
誤
除

け
の
滝
、
ポ
ピ
ー
園
、
椋
鳩
十
先

生
の
色
紙
「
感
動
は
心
の
扉
を
開

く
」、
椋
鳩
十
記
念
館
・
図
書
館

の
十
種
類
が
一
枚
に
入
っ
て
い
ま

す
。
一
、〇
〇
〇
シ
ー
ト
製
作
さ

れ
、
既
に
完
売
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
、
一
三
五
周

年
記
念
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
が
製
作
さ
れ
ま
し
た
。
イ

チ
ョ
ウ
を
あ
し
ら
っ
た
軽
自
動
二

輪
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
で
す
。
五

十
�
以
下
、
九
十
�
以
下
、
一
二

五
�
以
下
の
三
種
類
あ
り
ま
す
。

ど
ち
ら
も
プ
レ
ミ
ア
ム
な
も
の
で

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

10月1日から
小型バイク（50～125CC）の

ナンバープレートが変更になります

※注１　旧ナンバーの交換には、自賠

責等の加入保険の変更手続き

が必要になります

※注２　番号順の交付となりますので、

希望番号の交付は行えません

これからの135周年記念イベントを紹介します。

●喬木村発足135周年記念　記念コンサート
　明治大学マンドリン倶楽部演奏会

　日　時　９月２６日（土）　開場１７時００分

　　　　　　　　　　　　開演１８時００分

　会　場　喬木中学校体育館

　第一部　心に残るにっぽんの詩

　第二部　マンドリンで綴る世界名曲紀行

●ラジオ体操・みんなの体操会
　日　時　１０月４日（日）　午前５時５５分スタート

　会　場　晴天時　喬木村運動公園

　　　　　雨天時　喬木村立喬木中学校体育館

　主　催　株式会社かんぽ生命保険・ＮＨＫ

　　　　　全国ラジオ体操連盟

問い合わせ先 喬木村役場 �０２６５－３３－２００１
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年
金
、
消
費
者
保
護
、
農
地
、
道

路
、
河
川
な
ど
、
ど
ん
な
苦
情
、

要
望
で
も
結
構
で
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

行
政
・
心
配
ご
と
相
談

　

月
１０�

日　

時　
　

月
６
日
�

１０

　
　
　
　
　

午
前　

時
〜　

時

１０

１２

�
場　

所　

福
祉
セ
ン
タ
ー

�
相
談
員　

橋
爪
行
政
相
談
委
員

　
　
　
　
　

民
生
児
童
委
員

　

月
１１
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た
か
ぎ
ふ
る
さ
と
寄
附
金
に

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
ふ
る
さ

と
納
税
は
、
喬
木
村
で
は
「
た
か

ぎ
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」
と
し
て
村

出
身
者
の
み
な
さ
ん
を
中
心
に
お

願
い
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
平
成
二
十
年
度
は
五
十
一
名
一

団
体
の
皆
さ
ん
か
ら
、
一
、〇
七

五
、〇
〇
〇
円
の
寄
附
金
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
寄

附
金
は
各
区
に
配
分
し
有
効
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

の
で
後
日
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
度
に
ご
寄
付
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で

す
。
な
お
、
氏
名
の
公
表
を
控
え

て
ほ
し
い
と
い
う
方
は
除
い
て
あ

り
ま
す
。

浅　

谷　

タ
ミ
子

市　

瀬　

里　

司

市　

瀬　

富　

三

市　

瀬　

由
貴
男

猪　

股　

友　

子

内　

田　

春　

子

大　

谷　

歌　

代

大　

平　

義　

博

加　

藤　

光　

彦

桐　

生　

忠　

志

小　

林　

洋　

一

小　

林　

キ
エ
子

酒　

井　

保　

一

佐
久
間　

清　

子

佐
々
木　

美
和
子

鈴　

木　

琴　

美

鈴　

木　

末　

雄

関　

口　

晴　

子

田　

中　

裕　

昭

田　

平　

み　

と

塚　

平　

末　

男

細　

井　

多
恵
子

堀　

込　

伶　

子

松　

澤　
　
　

保

三　

石　

辰　

雄

宮　

下　

か
ず
子

宮　

下　

敏　

雄

宮　

脇　

章　

博

村　

山　

治　

子

百　

瀬　

正　

子

山　

上　

武　

寿

山　

上　

文　

寿

山　

下　

政　

人

横　

前　

英　

美

吉　

川　

活　

郎

（
あ
い
う
え
お
順
・
敬
称
略
）
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ご長寿お祝い申し上げます
　9月21日は敬老の日です。

　喬木村の最高齢者は、小川の原てふさんで、103

歳になりました。今年度、88歳の米寿を迎え

られる方は42人（昨年47人）、89歳以上とな

られる方は220人（昨年200人）いらっしゃい

ます。村では9月13日に、88歳（米寿）の方

と99歳以上の方に、お祝いをお届けしました。

長い間、社会や村のためにご尽力いただいたこ

とに感謝するとともに、これからも健康で末永

く暮らしていただきたいと思います。

長　　寿　　者
地区名年齢氏　　　名順位

馬場7103原　　　て　ふさん1

女　
　

性

喬木荘102澤　村　千　里さん2

喬木荘101有　賀　喜満家さん3

富田5-2101木　下　き　みさん4

宮耕地2100小　林　キヨエさん5

富田7-298木　下　清　信さん1

男　
　

性

富田8-197木　下　富　夫さん2

野田原上96小　澤　福　男さん3

伊久間1595牧　内　朝次郎さん4

馬場695湯　澤　正　三さん5

　

村
で
は
毎
月
一
回
、「
行
政
相

談
所
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
相
談
制
度
は
、
国
、
県
、

村
が
行
っ
て
い
る
仕
事
へ
の
要
望

や
苦
情
、
意
見
な
ど
を
住
民
の
皆

さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
そ

の
解
決
や
実
現
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

又
、
行
政
・
心
配
ご
と
相
談
で

は
行
政
相
談
に
併
せ
、
心
配
ご
と

相
談
、
中
村
弁
護
士
に
よ
る
無
料

法
律
相
談
（
年
三
回　

次
回
十
一

月
）
も
併
せ
て
実
施
し
ま
す
。

　

相
談
内
容
は
、
公
害
、
福
祉
、

秋
の
行
政
相
談
週
間

　
　
　

月　

日（
月
）〜　

日（
日
）

１０

１９

２５

「
行
政
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す

村
の
行
政
相
談
委
員
は
、

橋
爪　

稔
さ
ん

�
日　

時　
　

月　

日
�

１１

１０

　
　
　
　
　

午
前　

時
〜　

時

１０

１２

�
場　

所　

福
祉
セ
ン
タ
ー

�
相
談
員　

中
村
弁
護
士

　
　
　
　
　

橋
爪
行
政
相
談
委
員

　
　
　
　
　

民
生
児
童
委
員

◎
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣

の
委
嘱
を
受
け
、
第
三
者
的
立
場

か
ら
公
正
な
判
断
を
行
い
、
住
民

と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
相
談

に
応
じ
、
そ
の
解
決
の
た
め
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。
相
談
方
法
は
、

口
頭
、
電
話
、
手
紙
の
い
ず
れ
で

も
構
い
ま
せ
ん
。
行
政
相
談
所
に

都
合
に
よ
り
参
加
で
き
な
い
方
は
、

村
の
行
政
相
談
委
員
に
お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。



情報誌 ２００9.10 4

村村村村村村村村村村職職職職職職職職職職員員員員員員員員員員のののののののののの給給給給給給給給給給与与与与与与与与与与ななななななななななどどどどどどどどどどをををををををををを公公公公公公公公公公表表表表表表表表表表ししししししししししまままままままままますすすすすすすすすす村職員の給与などを公表します
　村では、村職員の給与等について、村民の皆さんによりいっそう理解していただくため状況を公表します。

●職員給与費の状況（一般会計予算）

１人当たり給与費（Ｂ／Ａ）
給　　与　　費職員数

（Ａ）区　分
計（Ｂ）職員手当給　　与

5,748千円310,444千円104,179千円206,625千円5421年度

（注）１．職員手当は扶養手当、通勤手当、時間外手当等。　退職手当は含まれていません。
（注）２．給与費は当初予算に計上された額です。

●職員の経験年数別、学歴別平均給与月額の状況（Ｈ21.4.1現在） （百円）
経　験　年　数

学　歴区　分
20年以上25年未満15年以上20年未満10年以上15年未満7年以上10年未満

3,5133,1882,7522,566大学卒一　般
行政職 －2,7012,2291,806高校卒

（注）経験年数とは、卒業直ちに採用され引き続き勤務している場合、採用後の年数をいうものです。

●職員の初任給の状況（※Ｈ20.4.1現在） （円）
国長　野　県喬　木　村種　別学　歴区　分

172,200172,200172,200試　験大学卒一　般
行政職 140,100140,100140,100試　験高校卒

●一般行政職の級別職員数の状況（Ｈ21.4.1現在）
合　計6　級5　級4　級3　級2　級1　級区　分

村長が定める
複雑且つ困難
な課長

村長が
定める課長

課　　長
課長補佐
主　　幹

係　　長
企 画 員
主　　査

主　　任
主 事
技 師

標準的な
職務内容

415562005職 員 数
12.2%12.2%14.6%48.8%0.0%12.2%構 成 比

（注）標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

●職員手当の状況
国長　野　県喬　木　村区　分

職制上の段
階、職務の
級等による
加算措置　

有り

1.40
1.60
3.00

6月期
12月期
計

職制上の段
階、職務の
級等による
加算措置　

有　り

1.40
1.60
3.00

6月期
12月期
計

職制上の段
階、職務の
級等による
加算措置　

有　り

1.40
1.60
3.00

6月期
12月期
計

期末手当

（H1 9年度支給割合 ）

0.750
0.750
1.50

6月期
12月期
計

0.750
0.750
1.50

6月期
12月期
計

0.750
0.750
1.50

6月期
12月期
計

勤勉手当

（H1 9年度支給割合 ）

勧奨・定年
30.55月分
41.34月分
59.28月分

自己都合
23.50月分
33.50月分
47.50月分

支給率
勤続20年
勤続25年
勤続35年退職手当

（H20.4.1現在）
その他の措置
定年前早期退職特例措置
（2～20％）

その他の措置
定年前早期退職特例措置
（2～50％）

その他の措置
定年前早期退職特例措置
（2～20％）

●特別職の報酬等の状況
期末手当給与、報酬月額区　分

（Ｈ20年度支給割合）
6月期　1.60　　
12月期　1.70　　
3月期　　－　　　
計　　3.30　　

（20.4.1～）　　　　　（円）

村　長　544,700
副村長　484,200

特 別 職

（Ｈ20年度支給割合）
6月期　1.60　　
12月期　1.70　　
3月期　　－　　　
計　　3.30　　

（20.4.1～）　　　　　（円）
議　長　234,600
副議長　168,100
委員長　144,400
議　員　135,800

議　　員

●職員の平均給料月額及び平均年齢の状況
　（Ｈ20.4.1現在）

一般行政職
区　分

平均年齢平均給料月額
42.1323,100喬 木 村
45.2361,566長 野 県
41.1325,113国

（注）国の平均給料月額は事務職、現業職の平均値のため県
村の値とは算定基礎が異なります。
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●職員給与のモデル（常勤の一般職　高等学校卒）　　　21.4.1 単位：円

年　　収期末勤勉手当給与月額通勤手当住居手当扶養手当管理職
手　当

給　料
（基本給）扶養親族等職名年齢

3,533,550957,150214,7002,000000212,700なし主任30

5,620,6051,541,805339,9004,100026,0000309,800妻・子2主査40

6,762,4951,925,295403,1002,0002,50024,5000374,100
妻・子1
教育加算有り
自宅新築2年目

課長

補佐
50

7,160,2402,009,840429,2000013,00017,000399,200
妻
通勤2km未満

課長55

注　年収は、各種控除前の額であり、実際にはこの額から所得税や共済掛金（公務員の健康保険や年金にかかわる自己負担）を控除した額〔手取
り〕が支給されます。

注　このモデルは設定年齢における標準的な勤続年数の職員モデルであり、すべての職員が設定年齢においてこのモデルの年収となっているわ
けではありません。

●部門別職員数の推移 
　喬木村定員適正化計画に基づく村の部門別職員の状況につ
いて公表します。尚、職員数は一般職に属する職員数であ
り、地方公務員の身分を保有する派遣職員、臨時職員等非常
勤職員を除いています。（教育長は含む）

各年度4月1日現在
対前年比職　員　数

区　　分
平21平20平19平21平20平19
1△ 1212議　会

一
般
行
政
部
門

△ 13121310総　務
△ 1344税　務

△ 1556農　水
333土　木

△ 11252625小　計
1△ 3△ 1151417民　生
11655衛　生
2△ 3211922小　計
1766教　育特別行

政部門 1766小　計
△ 1△ 111水　道

公営
企業等

111下水道
△ 1334その他

△ 1△ 1△ 1456小　計
1△ 3△ 1575659合　　　計

●職員の福利厚生

団　　体　　等区　　分
長野県市町村職員共済組合加入保険制度
長野県市町村職員互助会
喬木村職員互助会福 利 厚 生

●職員の勤務時間その他勤務条件

職員の勤務時間と休日
勤務時間の割り振り１週間の

勤務時間 週休日休憩時間終業始業
土・日曜日12:00～13:0017:158:3038時間45分

年次有給休暇の状況 20年1月1日～12月31日

１人当たり
平均使用日数

全期間
在職職員数総使用日数総付与日数

5.251266.02,027

休暇など
説　　　　　　明休暇の種別

年20日間、繰り越しは最大で20日間（有給）年次有給休暇

選挙権の行使、結婚、出産、子の看護など特別な理由
で勤務しないことが相当と認められる期間（有給）特別休暇

負傷または病気で、勤務しないことが認められる期間（有給）療養休暇

父母、子、配偶者の父母などが負傷、病気のときや老
齢で日常生活に支障がある人を介護するとき、連続す
る6月の期間内において必要と認められる期間

（無給）介護休暇

職員団体の業務に従事するため、勤務しないことが相
当であると認められる期間（無給）組合休暇

●職員の分限及び懲戒処分の状況

　分限処分とは、公務効率の維持を目的に職員を処分するもので、制裁的意味合
いはありません。懲戒処分とは、職員の義務違反に対する道義的責任を問い、秩
序を維持する制裁的処分です。

該当者内　　　　　　容種類区　分

なし

・勤務成績がよくないとき
・心身の故障のため、職務の遂行に支障があった
り、これに耐えられないとき
・その他、その職に必要な適格性を欠くとき
・廃業または過員を生じたとき

降任
免職

分限処分

なし・心身の故障のため、長期の入院が必要なとき
・刑事事件で起訴されたとき休職

なし

・地方公務員法のほか、これに基づく条例、規
則、規程に違反したとき
・職務上の義務に違反したり、職務を怠ったとき
・全体の奉仕者としてふさわしくない非行があっ
たとき

戒告
減給
停職
免職

懲戒処分

●職員の研修 平成20年度

内容及び回数研修名
庁内及び庁外講師による定期研修
全職員対象　12回時間外職員研修

一般、中堅、部課長、部門別
5回　8名

県市町村職員研修
センター研修受講

専門実務・自治政策課題研修
3～4日間コース　5名参加

市町村アカデミー
（千葉県）研修受講

法務研修　　7名郡町村会
2回　　69名参加北部振興局

・公平委員会は、職員の勤務条件に関する措置の要求及び職員に対する不利益処分を審査し、並びにこれについて必要な措置を講ずる。
勤務条件に関する措置要求　平成20年度　　なし　　　　　　　　　　不利益処分に関する不服の申立ての状況　平成20年度　　なし

●職員の利益の保護

給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、公平委員会に対して、地方公共団
体の当局により適当な措置が執られるべきことを要求することができる

懲戒その他その意に反すると不利益な処分を受けた場合に公平委員会に対し
て不服申立て（審査請求又は異議申立て）をすることができる。
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【北部５町村が共同で設置する結婚相談所「愛ねっと北部」が開所しました。】

　松川町、高森町、喬木村、豊丘村、大鹿村の北部５町村が共同設置する結婚相談所「愛ねっと北部」が、７月３０

日（木）に開所しました。

　当日は、北部５町村の町村長や、相談所の愛称「愛ねっと北部」の名付け親である　松川町の小澤信子さん、相

談所の開設にあたり多大なご寄付をいただいた　松川ロータリークラブの平功会長、各町村の結婚相談委員会の

方々など関係者が多数出席し、盛大に執り行われました。

　「愛ねっと北部」は、下伊那郡北部５町村にお住まいの独身者の皆さまに、今までよりも広い地域や職域から、

出逢いの場の提供など縁結びのお手伝いをきめ細かく行っていくことで、人生のよきパートナーにめぐり合い幸せ

になってほしいと願っています。

　現在、結婚の相談は個人の申し込み・登録が主流ですが、これからは下伊那北部地域の企業や事業所などの協力

をいただきながら、出逢いの機会を個人から団体へと広げ、縁結びをお手伝いする体制をより一層、充実させてい

きたいと考えています。

　また、今後、独身者の方々が参加しやすいように、各年齢層に応じたイベントなどを企画していきます。

☆相談日・相談場所は次のとおりです。お電話で御予約いただいてから来所してください。

開　　所　　日　　月～金曜日、　第２・第４土曜日・日曜日

開　所　時　間　　平　日　　午後１時　～　午後６時

　　　　　　　　　土・日　　午後３時　～　午後８時

　　　　　　　　　≪１時間１名・予約制≫

場　　　　　所　　豊丘村役場　保健センター１階

　　　　　　　　　愛ねっと北部　北部地区結婚相談所　

　　　　　　　　　（豊丘村役場に隣接する建物です）

　　　　　　　　　ＴＥＬ　0265－34－2322

　　　　　　　　　ＦＡＸ　0265－34－2516

相　　談　　員　　愛ネット北部　結婚相談員が相談に応じます

登録料・相談料　　無　料

♪登録や相談の費用は一切頂きません。

♪相談員が間に入りますので、気まずい思いをせずにお断りすることもできます。

♪秘密は厳守します。
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喬木村国民健康保険にご加入の皆さんへ
国保保険証の更新について

　１０月１日から新しい保険証に変わります。新しい保険証は各ご家庭に送付します。

　古い保険証についてはそれぞれのご家庭で破棄をお願いします。

　新しい保険証は、一般用が緑色、退職用がオレンジ色になります。

　70歳以上の方の高齢受給者証（若竹色）は引き続きご利用できます。
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国保の加入、脱退について

 こんな時には加入の手続きを 

　手続きしないと・・・保険証がないため、医療機関等で全額を支払うことになります。

　○他の市区町村から喬木村に転入してきたとき（職場の健康保険に加入していない場合）

　○職場の健康保険等をやめたとき、又は、その保険の被扶養者でなくなったとき

　○国保に加入していて子供が生まれたとき（出産一時金が支給されます）

　○生活保護を受けなくなったとき

 こんな時には脱退の手続きを 

　手続きしないと・・・保険証が２枚となり、保険料を二重に支払うことになります。

　○職場の健康保険に加入したとき、被扶養者になったとき

　○喬木村から他の市区町村に転出するとき

　○国保加入者が死亡したとき

　○生活保護を受けるようになったとき
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退職者医療制度の加入について

　会社などを退職された方は国保に加入しますが、以下の条件をすべて満たしている場合は退職者医療

制度の対象者となります。

　○国保に加入している（又は、これから加入する）方

　○年齢が60歳から65歳未満の方

　○厚生年金、各種共済組合等の老齢年金や退職年金の受給資格のある方

　○厚生年金等の被用者年金加入期間が２０年(又は、４０歳以降１０年)以上ある方

 協力をお願いします 

　退職者医療では自己負担以外の医療費は、職場の健康保険等から支払われています。

　加入の手続きをせずに医療機関にかかると、一般被保険者として村国保が上記の医療費を負担するこ

とになり、金額が増えてくれば国保税の増大へとつながる可能性があります。

　国保の安定した運営のためにも、退職者医療制度の対象となる方は手続きを忘れないようにお願いし

ます。

 問い合わせ先 　喬木村役場健康推進室　電話３３－５１２５
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第

回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

第　

回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
とと
第

回
最
高
裁
判
所

第　

回
最
高
裁
判
所

４５４５

２１２１

裁
判
官

裁
判
官
裁
判
員
審
査

裁
判
員
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
行
わ
れ
ま
し
た

　

八
月
三
十
日
に
執
行
さ
れ
た
衆

議
院
議
員
総
選
挙
に
つ
い
て
、
喬

木
村
に
お
け
る
投
票
率
等
は
下
記

の
と
お
り
で
す
。　

　

平
成
十
七
年
の
同
選
挙（
以
下

前
回
）と
の
比
較
に
お
け
る
今
回

の
選
挙
の
特
徴
は
、
期
日
前
投
票

者
数
が
増
加
し
た
点
に
あ
り
ま
す
。

　

前
回
七
一
六
人
だ
っ
た
期
日
前

投
票
者
数
は
、
今
回
一
、一
三
六
人

と
な
り
、
前
回
の
一
・
五
九
倍
、

当
日
有
権
者
数
に
占
め
る
期
日
前

投
票
者
数
に
つ
い
て
も
、
今
回
は

二
〇
・
一
〇
％
、
前
回
よ
り
七
・
七

七
％
上
昇
し
ま
し
た
。（
前
回
一
二
・

三
三
％
）。

　

全
体
の
投
票
率
に
つ
い
て
は
、

小
選
挙
区
八
二
・
二
七
％（
前
回
よ

り
〇
・
三
四
％
上
昇
）、
比
例
区
八

二
・
二
三
％（
前
回
よ
り
〇
・
三
七

％
上
昇
）で
あ
り
、
と
も
に
前
回

を
上
回
り
ま
し
た
。

　

当
日
有
権
者
数
は
、
五
、六
五
六

人（
内
在
外
登
録
者
六
名
）で
あ

り
、
前
回
は
五
、八
一
一
人
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、
前
回
よ
り
一
四
九

人（
二
・
六
七
％
）の
減
少
で
し
た
。

平成２１年８月３０日　衆議院選　小選挙区
③/①（％）②/①（％）期日前投票者数③投票者数②有権者数①区　　分

21.6782.32114319526男第 １ 投 票 所
南・馬場
両平・在外

23.7582.27138340581女

22.7682.292526591,107計

17.4883.41118445675男第 ２ 投 票 所
北・寺の前
郭・町

17.6478.51133459754女

17.5680.832519041,429計

16.6792.502091120男
第 ３ 投 票 所

帰牛原
16.0688.322299137女

16.3490.2742190257計

24.6783.333788150男
第 ４ 投 票 所

上平
26.7185.094394161女

25.7284.2480182311計

20.6578.0696267465男
第 ５ 投 票 所

伊久間
25.8777.80127255491女

23.3377.93223522956計

15.2080.9952225342男
第 ６ 投 票 所

富田
12.2079.8446255377女

13.6380.3998480719計

19.5192.68166082男
第 ７ 投 票 所

大和知
19.4885.71155177女

19.5089.3131111159計

20.9386.05185686男
第 ８ 投 票 所

氏乗
25.5682.22235190女

23.3084.0941107176計

28.8987.78265390男
第 ９ 投 票 所

加々須
21.9882.42205591女

25.4185.0846108181計

17.3196.1594152男
第１０投 票 所

大島
19.6480.36113456女

18.5287.962075108計

18.1891.672497132男
第１１投 票 所

田上川
23.1487.602878121女

20.5589.7252175253計

19.4983.535301,7422,720男

計 20.6480.966061,7712,936女

20.0882.201,1363,5135,656計

小選挙区・第５区（喬木村関係）

加 藤　 学三沢よしお原 山 幸 三宮 下 一 郎池 田 幸 代候 補 者 名

2,142369221,703346投 票 数

比例区（喬木村関係）

日本共産党新党日本社会民主党自由民主党国民新党民主党公明党幸福実現党政 党 等

5321003831,0631271,90738527投 票 数

平
成　

年
度

２１

喬
木
村
総
合
文
化
祭

展
示
・
出
店
・
芸
能
披
露
等

を
希
望
さ
れ
る
皆
様
へ

　

恒
例
の
喬
木
村
総
合
文
化
祭
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

作
品
展
示
、
物
品
の
販
売
、
飲

食
物
等
の
提
供
等
の
出
店
、
芸
能

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
は
、
団
体
・
個
人
を
問
い

ま
せ
ん
。
村
内
在
住
の
方
な
ら
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

盛
大
な
文
化
祭
に
な
り
ま
す
よ
う

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。
お
申
し
込
み
は
、
十

月
九
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

喬木村総合文化祭は

と　き
　平成21年11月6日（金）～8日（日）

●参加のお申し込み●

申込期限　平成21年10月９日（金）

申 込 先　作品展示：喬木村教育委員会　�３３－２００２

　　　　　物 産 店：ふるさと振興室　　�３３－３９９９

　　　　　　　　　　（交流センター内）

　　　　　芸能大会：喬木村教育委員会　�３３－２００２
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●10 ●月 ●の ●健 ●康 ●体 ●操 ●教 ●室 
はつらつ元気に、健康維持　
自分の身体は自分で守ろう！

　次の各会場で行います。どなたでも気軽にご参加い

ただけますので、是非お越し下さい。

午後１時半～午前10時～日　時

大和知公民館南農事集会所１０月５日（月）

帰牛原公民館
北コミュニティ消防
センター

１０月７日（水）

氏乗集落センター馬場伝承館１０月１４日（水）

加々須区民会館宮本公民館１０月１９日（月）

阿島傘伝承館１０月２１日（水）

大島公民館田上川消防センター１０月２６日（月）

富田陶芸館第一公民館１０月２８日（水）

健康体操教室（介護者の方など）

福祉センター午前１０時半～１０月２４日（土）

水中体操教室　10月から教室の回数が増えます。皆様是非ご参加下さい。
※持ち物　水着、キャップ、入場料４００円

ほっ湯アップル
プール

午前１０時～

１０月２日（金）ゆっくりコース

１０月１６日（金）はつらつコース

１０月３０日（金）ゆっくりコース

定例介護者の会のおしらせ

福祉センター午前１０時半～１０月２４日（土）

 お問い合わせ先 　役場  住民課包括支援担当　�33-1120

※伊久間地区の健康体操教室は、「馬場伝承館」で行い
ます。

稲
刈
り
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

　

農
業
委
員
会
で
は
、
村
民
農
業

体
験
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ィ
と
し
て
年

間
を
通
し
て
米
づ
く
り〔
田
植
え
、

稲
刈
〕
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
日

を
設
け
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も

無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。
農
業
を

し
て
育
て
た
お
米
を
味
わ
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

○
第
二
回　

稲
刈
り
、
ハ
ザ
掛
け

作
業
（
餅
米
）

　

十
月
四
日
（
日
）

　

九
時
〜
十
三
時
頃
ま
で

　

帰
牛
原
ハ
ウ
ス
団
地
事
務
所
集

合
　

参
加
無
料
で
、
お
茶
と
簡
単
な

昼
食
を
準
備
し
ま
す
。

持
ち
物

　

長
袖
シ
ャ
ツ
、
手
袋
、
タ
オ
ル

な
ど

・
お
申
し
込
み
お
問
い
合
わ
せ

　

喬
木
村
農
業
委
員
会
事
務
局
時

　

電　

話　
　

－

５
１
２
７

３３

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　
　

－

３
６
６
５

３３

無
料
法
律
等
相
談
所
開
設
に
つ
い
て

　

十
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の「
法

の
日
」
週
間
に
お
い
て
、「
法
律
・

人
権
・
調
停
・
公
証
」
に
関
す
る

無
料
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

金
銭
・
土
地
・
交
通
事
故
等
の

問
題
、
離
婚
・
扶
養
・
相
続
等
の

家
庭
内
の
も
め
事
、
差
別
、
い
じ

め
等
の
人
権
問
題
で
お
困
り
の
方

は
、
お
気
軽
に
御
利
用
く
だ
さ
い

（
秘
密
厳
守
）。

　

な
お
、
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
が
、
相
談
者
が
集
中
す
る
場
合

は
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、御
来
場
の
際
に
は
、

相
談
に
関
す
る
資
料
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

▽
主　

催　

裁
判
所
、
検
察
庁
、

弁
護
士
会
、
法
務
局
、
調
停
協
会
、

公
証
役
場

▽
と　

き　

十
月
六
日　

火
曜
日

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

（
受
付
は
午
後
二
時
三
十
分
ま
で
）

▽
と
こ
ろ　

飯
田
市
吾
妻
町

飯
田
市
公
民
館
二
階

▽
問
合
せ

　

長
野
地
方
裁
判
所
飯
田
支
部

　

（
�
0
2
6
5－ 　

－

0
0
0
3
）

２２

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
た
め
の

簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
給
付
な
ど
の
支
援
に
つ
い
て

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由

な
ど
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
世
帯
（
具
体

的
に
は
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶

助
を
受
け
て
い
る
世
帯
等
で
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
受
信
料
全
額
免
除
と
な
っ
て

い
る
世
帯
の
方
々
が
対
象
で
す
。）に

対
し
て
、
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
を

無
償
給
付
す
る
な
ど
の
支
援
を
、

本
年
十
月
一
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

※
支
援
の
申
込
み
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

と
受
信
契
約
を
結
び
、
全
額
免

除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

※
支
援
は
現
物
給
付
で
す
の
で
、

ご
自
身
で
購
入
さ
れ
た
チ
ュ
ー

ナ
ー
、
ア
ン
テ
ナ
改
修
等
の
費

用
を
清
算
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

▽
問
合
せ
先

　

総
務
省　

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

　

支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

　

�
０
５
７
０－

０
３
３
８
４
０
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福
祉
医
療
費
の
受
給
者

負
担
金
を
据
え
置
き
ま
す

　

福
祉
医
療
費
は
、
医
療
費
の
自

己
負
担
額
か
ら
三
〇
〇
円
の
受
給

者
負
担
金
を
差
し
引
い
て
支
給
し

て
い
ま
し
た
が
、
長
野
県
で
は
十

月
診
療
分（
一
月
支
払
）か
ら
受
給

者
負
担
金
を
三
〇
〇
円
か
ら
五
〇

〇
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
受
給
者
の
方
の
負
担

を
増
や
さ
な
い
よ
う
に
、
二
十
一

年
度
に
つ
い
て
は
増
額
分（
二
〇
〇

円
）に
つ
い
て
村
費
で
対
応
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
受
給
の
対
象

に
な
る
方
は
、
今
ま
で
ど
お
り
の

支
給
と
な
り
ま
す
。

�

�

�

�

������������������

������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

おいでなんしょおいでなんしょ
南信農業試験場一般公開

日　時　平成２１年１０月１７日（土）

　　　　１０時から１５時

場　所　長野県南信農業試験場

　☆農産物販売コーナー

　　午前１０時から売り切れ次第終了

　☆研究紹介コーナー

　　午前午後各一回

　☆体験コーナー　こんにゃく加工

　　１回１００円（チケット制）

　　１０時００分～１２時００分　８０組

　　１３時００分～１４時３０分　６０組

　☆サツマイモ掘り取り

　　※小学校以下・親子連れ対象

　　※雨天の場合は中止

　　１回１００円

　　１０時００分～１２時００分　１２０組

　　１３時００分～１４時３０分　８０組

　　等が行われます。

問い合わせ先　長野県南信農業試験場

　　　　　　　電話３５－２２４０

医
療
救
護
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

　

九
月
六
日
に
大

規
模
な
災
害
を
想

定
し
た
医
療
救
護

訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
建
物
の
倒

壊
な
ど
に
よ
り
多

数
の
負
傷
者
が
同

時
に
発
生
し
た
と

き
医
療
機
関
で
は

混
乱
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
村
内
医
療

機
関
は
緊
急
救
護

所
と
し
て
、
ま
た

村
で
は
飯
伊
包
括

医
療
協
議
会
に
医

師
の
派
遣
を
要
請

し
ま
す
。
村
職
員

は
緊
急
救
護
所
に

応
援
派
遣
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
災
害
時
の
医

療
救
護
活
動
の
訓

練
を
関
係
機
関
と

行
い
ま
し
た
。

法まもる心が築くよい社会

　10月１日は「法の日」です。

　検察庁では、模擬裁判等を通じて法律家の仕事を体験

する中学生の職業体験学習を受け入れています。

　職員を学校等に派遣する、法教育出前授業もいたしま

す。

　また、一般グループの方に裁判制度の説明や、公判傍

聴のご案内もしております。

　ご希望の方は

長野地方検察庁企画調査課

�026－232－0746
までお気軽にお申し込み下さい。
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９月の村税等

口座振替日納期限

9月25日

◎口座振替の方は
預金の残高確認
をお願いします。

9月30日

国 保 税
（第６期）

介 護 保 険 料

後期高齢保険料

保 育 料

上 下 水 道 料

　

月
の
結
婚
相
談
日

１０
○
日　

時

　

十
月
十
日　

土
曜
日

○
時　

間

　

午
後
七
時
三
〇
分
〜
午
後
九
時

○
場　

所

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
第
一
会
議
室

※
相
談
日
に
関
わ
ら
ず
、
随
時
左

記
に
て
結
婚
に
つ
い
て
の
ご
相

談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

喬
木
村
役
場　

住
民
課
福
祉
担
当

　

担
当：

小　

原

　

電
話：

　

－

５
１
２
３

３３

狩
猟
・
ク
レ
ー
射
撃
疑
似

体
験
講
座
が
開
か
れ
ま
す

　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
が
年
々

拡
大
し
て
い
る
中
、
高
齢
化
に
伴

う
狩
猟
者
が
減
少
し
て
い
る
深
刻

な
状
況
で
す
。
こ
の
状
況
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
為
に
模
擬
体
験
講

座
を
下
記
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

　

講
座
で
は
く
く
り
わ
な
の
取
り

付
け
方
、
模
擬
銃
に
よ
る
狩
猟
銃

の
取
り
扱
い
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
装
置
に
よ
る
狩
猟
の
模
擬
体
験
、

ク
レ
ー
射
撃
の
実
写
見
学
等
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
狩
猟
に
関
心
が

あ
る
方
、
ク
レ
ー
射
撃
に
興
味
の

あ
る
方
は
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

○
日　

時

　

十
月
十
日（
土
）　

午
後
一
時
〜

○
場　

所

　

飯
伊
連
合
猟
友
会

　

飯
田
国
際
射
撃
場

○
内　

容

　

狩
猟
に
つ
い
て
の
講
義
、猟
具
の

取
り
扱
い
、ク
レ
ー
射
撃
見
学
等

○
定　

員　

先
着
五
十
名

○
申
込
期
限

　

平
成
二
十
一
年
九
月
三
十
日（
水
）

○
申
込
先

　

飯
伊
連
合
猟
友
会

　
　

�　

－

０
４
２
３

５３

　

飯
伊
農
業
振
興
協
議
会

　
　

�　

－

０
４
１
３

５３

　

J
A
み
な
み
信
州
生
産
部

　
　

�　

－

６
６
４
４

５２

障
害
者
ふ
れ
あ
い
面
接
会

開
催
の
お
知
ら
せ

○
日　

時

　

十
月
二
十
八
日（
水
）

　

午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時
三
十
分

○
場　

所

　

長
野
県
飯
田
市

　

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー　

三
階

　

第
三
・
四
研
修
室

（
飯
田
市
東
栄
町
三
一
〇
八－

一
）

○
内　

容

�
就
職
を
希
望
す
る
障
害
者
の
方

と
企
業
の
人
事
担
当
者
と
の
個

別
面
接

�
当
所
職
員
に
よ
る
職
業
相
談

長
野
県
最
低
賃
金
の

お
知
ら
せ

　

長
野
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全

て
の
労
働
者
と
労
働
者
を
一
人
で

も
使
用
し
て
い
る
全
て
の
使
用
者

に
適
用
さ
れ
る
「
長
野
県
最
低
賃

金
」
が
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日

か
ら

時
間
額　

六
八
一
円

に
改
正
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
賃
金
の
確

認
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ

　

飯
田
労
働
基
準
監
督
署

受
信
環
境

　
　

ク
リ
ー
ン
月
間

　

十
月
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
放
送

の
受
信
障
害
の
防
止
対
策
を
推
進

す
る「
受
信
環
境
ク
リ
ー
ン
月
間
」

で
す
。

　

放
送
電
波
の
受
信
障
害
と
は
、

家
庭
用
・
工
業
用
電
気
製
品
か
ら

発
生
す
る
電
気
雑
音
、
テ
レ
ビ
受

信
用
ブ
ー
ス
タ
ー
の
異
常
発
振
、

不
法
無
線
局
、
高
層
建
築
物
に
よ

る
ビ
ル
陰
障
害
等
に
よ
っ
て
良
好

な
放
送
の
受
信
が
で
き
な
く
な
る

も
の
で
す
。

　

テ
レ
ビ
が
き
れ
い
に
映
ら
な
い
、

ラ
ジ
オ
に
雑
音
が
入
る
と
い
っ
た

電
波
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
信
越

総
合
通
信
局
ま
で
ど
う
ぞ
。

○
不
法
無
線
局
が
原
因
と
思
わ
れ

る
受
信
障
害
に
関
す
る
も
の

　

監
視
調
査
課

　

�
0
2
6－

2
3
4－

9
9
7
6

○
上
記
以
外
の
原
因
と
思
わ
れ
る

受
信
障
害
に
関
す
る
も
の

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の

賞
金
は
、
一
等
・
前
後
賞
合
わ
せ

て
二
億
円
。

一　

等　

一
億
五
、〇
〇
〇
万
円

　
　
　
　

×
十
三
本

前
後
賞　

各
二
、五
〇
〇
万
円

二　

等　

一
、〇
〇
〇
万
円

　
　
　
　

×
一
三
〇
本

三　

等　

一
〇
〇
万
円

　
　
　
　

×
一
、三
〇
〇
本

　

当
た
り
実
感
の
あ
る
少
額
賞
金

も
豊
富
!

四　

等　

十
万
円

　
　
　
　

×
一
三
、〇
〇
〇
本

五　

等　

一
、〇
〇
〇
円

　
　
　
　

×
三
、九
〇
〇
、〇
〇
〇
本

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町

村
の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や
環
境

対
策
、
高
齢
化
対
策
な　

ど
地
域

住
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
使
わ

れ
ま
す
。

○
発
売
期
間　

九
月
二
十
八
日
�

か
ら
十
月
十
六
日
�
ま
で
。

○
抽
せ
ん
日　

十
月
二
十
三
日
�

　

�　

－

2
6
3
5

２２

　

受
信
障
害
対
策
官

　

�
0
2
6－

2
3
4－

9
9
9
1

○
そ
の
他
の
行
政
相
談
に
関
す
る

も
の

　

総
括
調
整
官

　

�
0
2
6－

2
3
4－

9
9
6
1
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健康推進室　電話 （直通）33―5125　FAX33―3679

新型インフルエンザへの対応は？
その4
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わくわく地区探検
３年

社会・総合で地区探検をしました。自然の中でわくわく

しながら探検したり、地域で出会った方や講師の方とふ

れあったり、ふるさとのすばらしさを再発見しました。

１００年の歴史に幕。富田館のあと、稚蚕飼育所とし

て使われた建物を見学。「昔、富田は、とても栄え

ていたんだね」

お気に入りの場所「いなり神社」  ↑

太い木の根っこは力もち！

←永泉寺で座禅体験。２分間は、長かったけど気持ちが

　落ち着きました。

今年も１人一鉢の菊栽

培に挑戦。

玄関をにぎやかにする

ぞ。見にきてね。

昨年に引き続き、全員泳力テ

ストに出場。

みんなカッパの申し子です。

今年から、太鼓に挑戦。

銀嶺太鼓の伝統をひきつぐぞ。

４年
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農
村
地
域
活
性
化

第
二
回
講
演
会
開
催

　

－

「
地
域
の
宝
物
」
は
「
人
の

役
割
の
見
つ
け
方
」－ 　

松
本
大
学

白
戸
教
授
を
講
師
に

　

喬
木
村
発
足
一
三
五
周
年
を
記

念
し
、
地
域
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
年
間
を
通
し
て
講
演
会

等
を
開
催
す
る
農
村
地
域
活
性
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
第
二
回
講

演
会
が
八
月
二
十
一
日
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
松
本
大
学
総
合
経
営

学
部
観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
学
科

の
白
戸
洋
教
授
を
講
師
に
迎
え「
喬

木
の
お
宝
さ
が
し－
活
性
化
の
種

は
い
っ
ぱ
い
あ
る
」
と
の
演
題
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

白
戸
教
授
は
、「
松
本
市
の
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
で
あ
る
山
形
村
は
新
旧

住
民
の
軋
轢
が
あ
っ
た
が
、
今
ま

で
見
向
き
も
さ
れ
な
か
っ
た
ム
カ

ゴ
を
収
穫
す
る
事
業
を
行
う
こ
と

で
新
旧
住
民
の
軋
轢
を
解
消
し
、

住
民
が
一
つ
に
な
れ
た
」
ま
た
、

「
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
農
協
と
の
合

併
に
さ
ら
さ
れ
た
松
本
市
農
協
の

女
性
部
に
よ
り
、
も
と
も
と
地
元

の
一
部
で
し
か
消
費
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
松
本
一
本
ネ
ギ
を
栽
培
し

食
育
・
ブ
ラ
ン
ド
化
・
地
元
生
産

者
の
活
性
化
・
生
き
甲
斐
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
等
の
成
果
を
挙
げ
る
こ

＊
ま
つ
た
け
観
光
が
始
ま
り
ま
す 

（
十
月
上
旬
〜
下
旬
予
定
）

　

喬
木
村
大
島
の
ま
つ
た
け
観
光

が
今
年
も
始
ま
り
ま
す
。
松
茸
の

す
き
や
き
、
ご
飯
、
吸
い
物
な
ど

内
容
に
よ
り
松
一
万
円
・
竹
五
千

五
百
円
・
梅
四
千
五
百
円
の
三
コ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
電
話
又
は
F
A

X
に
て
交
流
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

社
会
教
育
研
究
全
国

集
会
に
て
分
科
会
事

例
発
表

集
会
で
交
流
セ
ン
タ
ー
前
所
長
の

塚
平
隆
さ
ん
が
分
科
会
発
表
を
行

い
ま
し
た
。

　

二
十
五
の
分
科
会
の
う
ち
の
一

つ
「
労
働
・
地
場
産
業
分
科
会
」

に
て
、「
喬
木
村
の
地
域
づ
く
り

と
活
性
化
活
動
」
と
題
し
、
昭
和

四
十
年
代
後
半
ま
で
の
養
蚕
・
稲

作
中
心
の
農
業
形
態
か
ら
農
業
構

造
改
善
事
業
の
導
入
に
よ
り
果
樹
・

野
菜
へ
の
転
換
を
迎
え
た
こ
と
、

平
成
期
に
入
っ
て
経
済
性
重
視
の

農
業
が
求
め
ら
れ
る
中
で
新
た
な

農
業
展
開
と
し
て
、
い
ち
ご
狩
り

を
端
緒
と
し
た
観
光
農
業
の
取
り

組
み
事
例
と
こ
れ
を
契
機
に
観
光

客
の
増
加
に
応
え
る
た
め
の
地
元

農
産
物
直
売
所
の
開
設
や
、
農
業

体
験
学
習
を
通
じ
た
教
育
活
動
の

内
容
な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。
特

に
主
軸
を
観
光
農
業
に
変
換
し
て

か
ら
、
新
規
就
農
者
が
増
え
た
こ

と
や
農
家
が
結
集
し
た
農
業
生
産

法
人
が
立
ち
上
が
っ
た
こ
と
、
こ

れ
ら
が
発
端
と
な
り
リ
ン
ゴ
の
樹

オ
ー
ナ
ー
農
園
、
り
ん
ご
狩
り
、

遊
休
農
地
を
活
用
し
た
ポ
ピ
ー
園
・

ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
・
栗
園
・
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
園
な
ど
各
集
落
で
興
っ
た

地
域
づ
く
り
の
事
例
と
、
そ
れ
ら

を
支
援
し
農
業
振
興
・
地
域
活
性

の
拠
点
と
し
て
交
流
セ
ン
タ
ー
が

果
た
し
て
き
た
役
割
に
つ
い
て
発

表
し
ま
し
た
。

　

氏
乗
地
区
の
皆
さ
ん
が
、
氏
乗

雨
沢
で
丹
誠
込
め
て
育
て
て
い
る

栗
の
木
が
収
穫
時
期
を
迎
え
、
観

光
栗
園
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
今

年
で
五
回
目
を
迎
え
ま
す
。
九
月

中
の
土
日
を
中
心
に
、入
園
無
料
、

収
穫
し
た
栗
一
�
あ
た
り
五
〇
〇

円
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

と
が
で
き
た
」
と
の
事
例
を
発
表

し
な
が
ら
「『
地
域
の
宝
物
』
は

『
役
割
を
見
つ
け
方
』
で
あ
り
、

人
そ
れ
ぞ
れ
の『
向
い
た
働
き
方
』

の
見
つ
け
方
次
第
で
資
源
の
生
か

さ
れ
方
が
変
わ
っ
て
く
る
。
既
存

の
常
識
に
と
ら
わ
れ
ず
ま
ず
行
動

を
起
こ
す
こ
と
で
地
域
の
宝
物
即

ち
そ
れ
ぞ
れ
の
『
役
割
』
が
見
つ

か
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
積
極
的
に
取

り
組
む
中
で
連
鎖
的
に
地
域
の
発

展
に
繋
が
る
」
と
活
性
化
の
種
は

身
近
な
と
こ
ろ
に
あ
り
、
そ
れ
を

如
何
に
発
見
す
る
か
が
大
切
か
を

訴
え
ま
し
た
。

　

「
喬
木
村
の
地
域
づ
く
り
と
活
性

化
活
動
」－

塚
平
隆
前
所
長

　

八
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
四
日

の
日
程
で
阿
智
村
で
開
催
さ
れ
た

第
四
十
九
回
社
会
教
育
研
究
全
国

観
光
栗
園
オ
ー
プ
ン
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くりんネット便り
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H21年10月１日
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くりんネットたかぎ 10月の自主番組

くりんネットたかぎ　電話 33－3666
FAX 33－3669

内容・出演者など番　　　組月日

10月の村・公民館・学校などの行事予
定から

今 月 の 暦木1

「二十歳のコメント」新成人の一言！②　
前回の続きからお送りします

さわやか第一線金2

定例教育委員会の内容からご報告しま
す 大原教育長

みらいをみつめて土3

果樹園の土作り ＪＡ林技師明 日 へ の 農 業日4

私の交通安全 喬木村交通安全協会
 伊久間支部長　牧田　修さん

交 通 安 全 の 日月5

村発足135周年記念式典とコンサートの
様子から

時 の 話 題火6

喬木の民話と伝説　第12話
「馬糞に化けた重箱のぼたもち」

お 話 の 時 間水7

地震に対する日常の備え
 平谷分署　佐々木光浩さん

広 域 消 防木8

「二十歳のコメント」新成人の一言！③　さわやか第一線金9

下伊那農業改良普及センター　　　   
  宮澤普及員

こちら普及センターです土10

保育園入園手続きについて
 保育園　松島総園長

村 の 窓 口日11

ＪＡファームたかぎ店から 代田店長ＪＡアワーみなみの風月12

懐かしの歌、聴きたい歌にリクエスト
下さい

心の歌・思い出の歌火13

18日（日）は「りんどう祭」へお出かけ
下さい　　　

福 祉 便 り水14

今日は防火の日 喬木村消防団
 第三副分団長　萩原　智則さん

119番火の用心木15

「二十歳のコメント」新成人の一言！④　さわやか第一線金16

くりんネット番組企画委員会からマ イ ク で 散 歩土17

干し柿の収穫、加工管理 JA山田技師明 日 へ の 農 業日18

短歌の鑑賞 福澤亀人さんマ イ ク 文 芸月19

喬木村生活安全指導員会
 町役員　中川　渉さん

ぼうはん・喬木火20

公民館の話題から公 民 館 便 り水21

社会福祉協議会の話題からお送りしま
す

ひ な た ぼ っ こ木22

情報誌たかぎ
11月号の内容からご紹介します

声 の 情 報 誌金23

音楽のリクエストお寄せくださいミュージックボックス土24

セルフスタンドにおける安全な給油に
ついて 和田分署　熊谷公治さん

広 域 消 防日25

味覚の秋を楽しみましょう
 ＪＡ組合員課　松島由利子さん

暮 ら し の 便 り月26

椋鳩十記念館図書館の話題から記念館図書館便り火27

【大和知】区からお送りします我が村・我がふるさと水28

俳句寸評 吉川照子さんマ イ ク 文 芸木29

中学校の話題から
 喬木中学校放送委員会

青い風にのせて金30

10月の話題を振り返って今 月 の 出 来 事土31

＊尚、番組は都合により予告無く変更となる場合もあります。予めご了承下さい。

喬木村 6664番地

TEL 33－3666　FAX 33－3669

～10月の番組から～

さわやか第一線
　2日（金）・9日（金）・16日（金）
　「二十歳のコメント」②～④
　９月に続いて、②～④を一挙放送します。
８月１５日の成人式祝賀会で新成人ひとりひ
とりの声を収録しました。どうぞお楽しみ
に！

福祉便り
　14日（水）
　喬木悠生寮「りんどう祭」にお出かけ
下さい
　伊久間原の知的障害者更生施設「喬木悠
生寮」では、年に一度の“りんどう祭”が、
１０月１８日（日）に開催されます。
　多くの村民の皆さんにお出かけいただき
たい！準備の様子や村の皆さんへのメッセー
ジ、当日の内容などご紹介します。

マイクで散歩
　17日（土）
　くりんネット番組企画委員会から
　２０年前の村発足１１５周年の折、“喬木村
歌”の歌詞を石碑にして、村内各地に建立
しました。今年の１３５周年にちなんで、９月・
１０月のシリーズで企画委員の皆さんが石碑
の場所を訪ねてくれます。どこにあるかご
存知ですか？思い浮かべながらお聞き下さ
い。

 ☆★☆　くりんネットからのお知らせ　★☆★ 
・土日祝祭日に放送する原稿のある方
は、できる限りお早めに受付をお済
ませ下さい。
　〆切時間のお問い合わせ、原稿のお
申し込みは、くりんネットたかぎま
でお気軽にどうぞ！　

お気軽にお電話下さい


